
自
粛
生
活
中
で
も
社
会
と
つ
な
が

り
ま
し
ょ
う

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
不
要
不
急
の
外
出
を

控
え
る
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
重
症

化
し
や
す
い
た
め
、
感
染
予
防
が
大
切
で

す
。
し
か
し
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
人
と
の

交
流
を
避
け
て
い
る
と
、「
動
か
な
い
こ
と
、

人
と
接
し
な
い
こ
と
」
に
よ
る
健
康
被
害

を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

◆
自
粛
生
活
の
影
響

　
家
に
閉
じ
こ
も
り
、
人
と
接
し
な
い
生

活
を
し
て
い
る
と
、
筋
力
が
低
下
す
る
だ

け
で
な
く
心
や
脳
の
機
能
も
低
下
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
外
出
頻
度
が

1
日
1
回
未
満
」
と
い
っ
た
閉
じ
こ
も
り

傾
向
が
あ
る
高
齢
者
の
場
合
、
そ
う
で
な

い
高
齢
者
と
比
べ
て
生
活
能
力
の
低
下
や

認
知
症
が
発
生
し
や
す
く
な
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
孤
独
を
感
じ
て
い
る
高

齢
者
で
は
、
う
つ
や
循
環
器
の
病
気
に
も

な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

◆
手
軽
な
解
消
方
法

　
感
染
予
防
を
心
掛
け
な
が
ら
社
会
と
つ

な
が
り
、
孤
独
や
不
安
を
軽
減
す
る
こ
と

は
、
介
護
予
防
や
自
分
の
命
を
守
る
た
め

に
大
切
で
す
。
し
か
し
、
人
と
接
す
る
こ

と
に
不
安
を
感
じ
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
今
回
は
、
手
軽
に
で
き
る
方
法
を

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

①
電
話
、
メ
ー
ル
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

　
安
心
で
き
る
人
と
話
し
た
り
笑
っ
た
り

す
る
こ
と
で
、
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
す
。

　
直
接
会
っ
て
話
す
こ
と
が
難
し
い
状
況

で
も
、
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
通
話
、
メ
ー

ル
な
ど
を
使
っ
て
他
の
人
と
気
持
ち
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
不
安
や
孤
独
感
が
軽
減

さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
外
出
の
機
会
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　
外
出
す
る
こ
と
は
、
日
々
の
健
康
を
維

持
す
る
た
め
に
重
要
で
す
。
一
人
や
少
人

数
で
の
散
歩
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
低
い
行

動
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
散
歩
の
際
は
熱
中
症
に
も
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
涼
し
い
時
間

帯
を
選
ぶ
こ
と
、
水

分
補
給
を
す
る
こ
と
、

屋
外
で
人
と
2
㍍
以

上
離
れ
て
い
る
時
は

マ
ス
ク
を
適
宜
外
す
こ
と
が
こ
つ
で
す
。

　
直
接
会
っ
て
話
を
す
る
際
に
は
、
身
体

的
距
離
（
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
シ

ン
グ
）
と
い
わ
れ
る
２
㍍
程
度
の
距
離
を

保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
介
護
課
（
内
線
１
９
６
）

薬の購入が節税に？セルフメディケーショ
ン税制を上手に活用
　皆さんは「セルフメディケーション税制」をご存
じですか。この制度は、対象医薬品の購入額が年間
１万2000円を超えた場合、その超過部分の金額に
ついて所得控除を受けることができる制度のことで
す。控除額には上限があり、最高で８万8000円で
す。医療費控除との併用はできませんが、年間１万
2000円超と医療費控除に比べ基準額が低く、世帯
購入額を合算できるため利用しやすい制度です。

対象の薬は？
　対象となるのは、もともと医療用として医師の処

方と薬剤師の調剤を必要としていた医薬品が、市販
薬としてドラッグストアなどでも購入できるように
なったもので、「スイッチＯＴＣ
医薬品」といいます。パッケージ
に対象であることを示すマークが
表示されているものもあります。
利用するには健康診断などの健康管理が必要
　制度を利用するためには、単に対象医薬品を購入
するだけでは適用することはできません。人間ドッ
クを始めとする各種健診（検診）や予防接種などの
健康管理(※)に取り組む必要があります。
※なお、新型コロナワクチン接種は、健康管理の取
り組みに該当します。
レシートは必ず確認し、保管を
　申告の際は、レシートに記載された対象医薬品の
金額を集計した明細書を提出する必要がありますの
で購入後のレシートは保管しておきましょう。また、
健康管理の取り組みを証明する結果通知表や領収書
も忘れずに保管しておきましょう。

課税課（内線117）

所得額400万円の人が対象医薬品を５万円購入した場合
５万円－１万2000円＝３万8000円（控除額）
所得税：３万8000円×20㌫（所得税率）＝7600円
住民税：３万8000円×10㌫（住民税率）＝3800円
合わせて、１万1400円の減税となります。
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公共交通の現状と課題について
　日本人の平均寿命は、男性は81.41歳、女性は87.45
歳で、男性、女性ともに過去最高値を更新しました。
また最近は、高齢者の免許返納の動きも顕著であり、
長生きする高齢者にとって、公共交通の重要性はます
ます高まると推測されます。しかし、本市における公
共交通の利用率は減少傾向にあり、このまま推移して
いくと、将来的には公共交通の減便や撤退の可能性が
あります。皆さんの大切な足を守るためにも、公共交
通の利用が重要となってきます。
新型コロナワクチン接種に係る無料送迎バスなどの運
行について
　現在、新型コロナワクチン接種の実施に伴い、ワク
チン接種会場までのアクセスとして、無料送迎バスを
運行しています。送迎バスの運行は、ワクチン接種者

の会場までの移動を円滑に進めるため、近鉄バスおよ
び南海バスの各事業者のご協力のもと実施しています。
　併せて、接種券の提示による路線バスの運賃無料や
在宅の身体障がい者、要介護認定者などを対象にタク
シーの基本料金の割引も実施しています。
 「富田林市らくらくバスマップ」を配布しています
　ワクチン接種の会場へ行くときに、路線バスを乗り
継いでいくのが複雑で、分かりにくいといったご意見
もあります。一方で、ワクチン接種を機会に路線バス
に乗り、今後も路線バスで移動したいといったご意見
もありました。
　本市では、そのような利用者の皆さんにより使いや
すい地域公共交通をめざすため、市内を運行するバス
情報をまとめた「富田林市らくらくバスマップ」を配
布しています。乗り換えに関しても、皆さんに分かり
やすく案内しています。バスマップは、市ウェブサイ
ト（道路交通課のページ）に掲載しているとともに、
公共施設などでも配布していますので、ぜひ手に取っ
て、今後も市内の路線バスなどの地域公共交通を活用
してみてください。

道路交通課（内線416）

心と心をつなぐ
　一日にたくさんの人が利用する駅。車いすの人が
電車に乗る際、駅員さんが電車とホームの間に「わ
たり板」を用意する場面を皆さんも見掛けられたこ
とがあると思います。最近では、電車とホームとの
隙間や段差が改善され、「わたり板」を使わなくて
もスムーズに電車の乗り降りができる駅が増えてい
るそうです。全ての人が自由に移動できる設備がこ
れまで以上に整いつつあると感じます。
　さて、今年６月、国土交通大臣より、「真の共生
社会実現に向けた新たなバリアフリーの取組」を進
めるよう、国土交通省内各局に指示がありました。
その新たな取組の考え方には、「…障がいの有無や
特性にかかわらず、全ての人が同じように便利で安
心な公共交通機関を利用することができることをめ
ざし…」と記されており、その具体的な内容として
「障がい者用ICカードの導入」、「特急車両における
車椅子用フリースペースの導入」などが挙げられて
いました。
　近年、公共の場所では、科学技術の進歩によって

全ての人が利用しやすい設備やシステムが整ってき
ています。しかし、それだけでバリアフリーが進ん
だと言えるでしょうか。大切なことは、相手の立場
に立つこと、他者を思いやること、すなわち心のバ
リアフリーなのではないでしょうか。
　本市の学校園では、さまざまな教材を通して他者
理解が進むよう教育活動を実施しています。手話の
体験学習をした学校では、今まで聴覚に障がいのあ
る人と気持ちを伝え合うことは難しいと感じていた
子どもたちが、手話を理解することで意思疎通がで
きると実感し、その後聴覚に障がいのある人とも一
緒に楽しめる手話歌を自分たちで練習するようにな
ったそうです。
　子どもたちが、学校の仲間や地域の人たちなど身
近な人のことを知り、理解が深まることで「真の共
生社会の実現」に繋

つな

がると信じています。自分の心
と他者の心に「わたり板」を渡さなくても、互いの
気持ちが分かり合える未来をめざしたいものです。

教育指導室（内線364）
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